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想定される将来像 大学院において心理学や臨床心理学に関する研究
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の調整
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どの組織において
対人関係等の諸課
題の調整
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コミュニティ心理学
日本人の心理
環境心理学  など

コミュニケーション心理学
集団心理学

消費者行動心理学  など

発達心理学
家族心理学

老年心理学  など

学習心理学
神経心理学

知覚心理学  など

人格心理学
臨床カウンセリング心理学
児童臨床心理学  など

図表 心理学科のカリキュラムの特徴

心理データ解析などの
基礎専攻科目

アンケート等を参考に
基本コンセプトを設定

新設の心理学科に生きる
100周年のコンセプト周年事業のコンセプトに基づき

語学重視の心理学科を新設

西南学院大学を運営する学校法人西南学院は、2016年に創立100周年を迎える。
2010年に100周年事業推進室を設置。建学の精神をわかりやすく示した４つの基本コン
セプトに基づいて、強みを増すためのさまざまな企画を進めている。周年という節目が、学
内にいくつもの変化を生んでいる。

西南学院

事 例
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　西南学院は保育所から大学院まで、
1万人以上の園児、児童、生徒、学生
と500 人以上の教職員が在籍してい
る。2016 年の創立100 周年は学院全
体で取り組む一大事業だ。「100 周年
事業が“お祭り”で終わってしまうの
では意味をなさない。100 年という歴
史をふまえたうえで、次の20 年、50
年、100 年へと道筋を示すことが大
切」とG.W.バークレー院長は話す。
　重視するのは教育の見直しと充実
だ。100 周年事業の一つとして、2012
年 4月、大学に言語教育センター棟を
新設した。言語教育センターは言語教
育を推進・運営する機関で、最新のマ
ルチメディア教材を有効利用し、語学
力の強化をねらって新設した。「“語学
の西南”という強みをさらに増すた
め」とバークレー院長は説明する。
　加えて、2011 年度から教育・研究
推進機構の組織的な位置付けを明確に
し、質の高い教育・研究を可能とする
事業展開を検討している。新たな共通
科目の提供や、初年次教育などの基礎

教育の充実も図る予定だ。
　「100 周年は一つのきっかけであり、
よい変化のためのチャンス」と話すの
は、100 周年事業推進室の大杉晋介室
長だ。自己点検の結果、抽出した課題
や、学長が所信表明で提示した課題な
ど、教育の基盤整備や特色強化を
「100 周年」を機に一層推進しようと
の機運が高まっているという。
　実際に教員からの提案で導入した取
り組みが、法学部の初年次教育の一環
として、２、３年生からレポートの書
き方についてアドバイスを受けるシス
テムだ。そのほか、１、２年次はクラ
ス制を採用して各クラスに主任の教員
を配置、学生の相談に乗る。基礎的な
学習スキルの向上のため、一人ひとり
に対するきめ細かいサポートを始めて
いるという。

　2010 年 7～9月、100 周年を迎える
にあたり、高校生、学生、卒業生、教
職員など、学内外を対象にアンケー
ト、ヒアリング、ワークショップ等を

実施した。アンケート調査では、西南
学院のイメージは学内外共に「クリス
チャンスクールである」「国際的、グ
ローバルである」といった回答が多
く、以前からのイメージと合致してい
た。また、100 周年事業については
「西南らしさや建学の精神を大切にす
べき」が最も多い回答であった。
　この結果から、100 周年事業の企
画・運営にあたっては建学の精神を基
本にすえた。しかし、バークレー院長
は「西南よ、キリストに忠実なれ」と
いう建学の精神は抽象的で、このまま
では伝わりにくいという懸念を抱いて
いた。そこで、これをわかりやすく明
確に表現しようと、「人や地域との絆、
感謝・貢献」「世界に貢献できる人間
教育」「時代を先取りする学術研究」
「守り伝える建学の精神」という4つ
の基本コンセプトを策定した。
　教育・研究の改革やキャンパスグラ
ンドデザインの策定、イベントなど、
すべての周年事業はこれに基づいて計
画が進められており、「企画前に基本
コンセプトを定めて周知したことによ
り、かかわる教職員の意識にブレがな
くなった」と大杉室長は話す。
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　「18 歳人口の減少に備え、今から他
大学との差別化を図っていかなくては
ならない」とバークレー院長が語ると
おり、周年事業の一環として2012 年
度に誕生した心理学科は、他大学の心
理学部・学科との違いを出した。
　最大の特徴は、英語による授業を取
り入れ、グローバルに活躍できる人材
の育成に重きを置いている点だ。ま
た、カウンセリングを行う「臨床」と、
行動の調査・分析をする「実験」の両
領域を広く学ぶため、調査・分析のス
キルの修得に力を入れていることも特
徴といえる。医療分野のみならず、一
般企業でも活躍できる専門知識を身に
付けられる。
　「現代の企業で問題になっているの
が、コミュニケーションのトラブル。
西南学院の教育の根本にあるキリスト

教に基づいた人格教育を受け、さらに
心理学の専門教育を受けた人材だから
こそ貢献できる場があると思う。企業
はグローバル化が進んでおり、語学に
秀でる本学の卒業生が活躍できる可能
性は高い」とバークレー院長は話す。
　心理学科が属する人間科学部は、
2005 年度に児童教育学科と社会福祉
学科が文学部から分離して誕生した。
当時から心理学科の開設が検討されて
おり、100 周年にあたる年に最初の卒
業生が出るという記念すべき事業と
なった。これには大きな意義がある。
心理学科のめざす人材像が、100 周年
事業の基本コンセプトの4つを内包し
ているからだ。
　コミュニケーション能力と思いやり
の心で、人や地域と絆を結べる人材を
育成することは、「人や地域との絆、
感謝・貢献」というコンセプトに合致
する。また、英語での授業や、国や文
化の異なる人々に対する心理的支援能

力を身に付けさせる教育は「世界に貢
献できる人間教育」につながる。さら
に、ソーシャルメディアなどの発達に
よって他者との直接的なコミュニケー
ションを苦手とする人々の増加が予想
される中で、心の健康にかかわるケア
をすることは「時代を先取りする学術
研究」につながる。他者を大切にする
キリスト教の教えの実践は「守り伝え
る建学の精神」と合致する。
　周年事業の一環であり、その基本コ
ンセプトと合致している点と時代が求
める学科であるという点で、心理学科
の開設は学院の内外に対して大きなア
ピール力を持つ。
　100 周年を次の 100 年を展望する
スプリングボードにと考えている学院
は、2016 年度の第 1期卒業生の成長
ぶりに大きな期待を寄せる。
　2012 年から本格化する周年事業の
取り組みで次の100年に向けた価値の
創造をねらう、西南学院の挑戦は続く。

　2012  8-9月号 2012  8- 9月号

特別企画 新たな大学像を描くための周年事業
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教育改革に取り組み
次の100年への道筋に


